
いつもありがとうございます。 

W17 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・2026 GW について 

 

GW出荷休み： 

5/3（日）～ 5/6（水）  

※本社・受注対応は、5/2（土）～ 5/6（水）がお休みになります。 

 

発注書 配信スケジュール 

ｗ17（4/21～4/27）納品分： ←今回配信 

配信・受注〆切・・・通常通り 

 

ｗ18（4/28～5/4）納品分： 

配信・・・4/20（月） 受注〆切・・・4/23（木） 

 

ｗ19（5/5～5/11） 納品分： 

配信・・・4/24（金） 受注〆切・・・4/27（月） 

 

ｗ20（5/12～5/18）納品分： 

配信・・・4/30（木） 受注〆切・・・5/7（木） 

 

ｗ21（5/19～5/25）納品分： 

配信・受注〆切・・・通常通り 

 

以上の予定で進めています。 



弊社仕入先の都合で、若干締め切り日が前倒しになる可能性があります。 

 

・りんごが食べたくなる時期だ。  
青森県 特別栽培 岩木山りんご（斎藤さん）（有安海） 

 

先月に商談させて頂いたバイヤーさまから 

面白い話を聞かせてもらいました。 

 

なんでも、果物は 

柔らかいものと硬いものが 

交互に食べたくなる！らしいです。 

 

例えば、夏の果物と言えばやはりスイカやメロン、桃、ぶどうがメインとなっているはずです。 

これが秋になると梨や柿、りんごと夏の果物と比較すると固い果物がメインとなる。 

それが冬になるといちごやみかん、キウイと言ったような今度は柔らかいものになり、 

そうすると次は固い果物の順番が回ってくることになる。 

 

ということで、アルファーは青森県 特別栽培 岩木山りんごをお勧めします。 

生産者は以前から変わらず斎藤農園さんです。 

 



商品名の岩木山の地域は寒暖の差が大きいのが特徴で、水はけも良いことで、 

味に関しては申し分ない立地条件が揃っている地域になります。 

そのうえで栽培は食味優先の葉取らずで栽培しておりますので、 

りんごを美味しく育てることに関しては非の打ちどころがありません。 

 

久しぶりに斎藤農園さんの記事を書いていると、 

何故か私が高校を卒業してすぐアルファーに入社した年のころを、ふと思い出してしまいます。 

当時のアルファーはフォークリフトを持っておらず、カゴ台車のみでやりくりしていたのですが、 

そのカゴ台車に毎週 3台も 4台も動かしていたように思う。100 ケースくらいだったように思う。 

 

途中いろいろありましたが、今では高知県の企業さまに 同じように 

毎週 100 ケース以上の斎藤農園さんのりんごの御注文を頂戴しております。 

以前は原体での出荷は、あったのかなかったのか記憶にないのですが、 

高知県の企業さまに原体で、毎週青森県から産地直送で対応させて頂いております。 

 

価格（納品経費除く）としては、 

28玉 2玉 pで 650円、32玉 2玉 pで 590円と少々売り難い価格のように感じてしまいますが、 

原体仕入れであれば、28玉 7,800円、32玉 7,800円となるので、 

2玉原価がそれぞれ 557円と 488円となる。 

 

りんごの包装は計量や特殊な工程が不要になるので、生産性は高い傾向にあると思います。 

キャップを嵌め容器に乗せるのであれば、1時間に 100pは可能なので、 

人件費としては 10円ほどを想定。 

包材費に関しては、各企業さまでばらつきそうなので、アルファーを基準にするとだいたい 20円くらい。 

これらを足すと商品原価としては、28玉 2玉 p が 587円と 32玉が 518円となるので、 

アルファーパックと比較すると 63円と 72円もお得なるということです。 

 



これを高知県の企業さまは昨年から気が付き、管理が行き届いている CA貯蔵の産地から、 

玉売り分も含めて、原体産地直送企画で力を入れらています。 

5月中旬ごろから CA貯蔵分から有袋に代わるのですが、すでに計画を立てられています。 

 

売って儲かる商品は多くはないですが、工夫することで売って儲かる仕組みは、 

探せば意外と近場に存在しているかもしれません。 

 

 

・愛媛県産 瀬戸内せとか【露地】←露地栽培です。(販促部:吉田紗知子) 
 

【露地栽培】のせとか  

が登場中です。 

 

今年冬に登場していた、 

せとかはハウス栽培。 

露地栽培は、 

春みかんシーズン最後を 

締めくくる頃に 

収穫・出荷されていきます。 

 

ハウス栽培よりも、 

小ぶりで、表面に傷がつきやすい 

露地栽培 のせとかですが、 

 

遅れて収穫を迎える分、 

果肉は熟成されて濃く、甘味も強いという 

特徴も持っています。 



冬から続いた、みかん達リレーもそろそろ落ち着いてきます。 

また次の冬を待ちつつ、もうすぐ迎える夏果物シーズンを楽しみにしていただければと思っております。 

 

 

・葉物シリーズ第二弾！ 『奈良県産 有機 JAS 葉物シリーズ』  
(販促部：生島 麻亜子) 

 

先々週の発注書でレインボーフューチャー様のご紹介をしましたが、 

今回は葉物シリーズ第二弾として、山口農園様のご紹介をしたいと思います。 

 

山口農園様は、奈良県宇陀市。 

標高 400-500ｍ程の所で、寒暖差が激しい産地です。 

植物は寒くなると細胞が凍結するのを防ぐために、糖を蓄積する性質があります。 

そのため、山口農園様の栽培した、冬の寒い時期を乗り越えた野菜は特に甘みが高いのです。 

 

発注書に記載している山口農園様の商品は全て有機栽培の商品になるのですが、 

山口農園様の有機栽培の歴史は長く、昭和 25年に有機栽培の水稲の生産を始めています。 

その後有機野菜の栽培も始められ、JONA の有機 JAS認証は 

平成 12年 10月と、初期の頃から取得されています。 



 

また、(令和 6年から休校していますが)若手の育成のために 

農業の職業訓練学校を平成 22年から運営されていたり 

有機野菜についての理解・普及のために就業体験や収穫体験をしたりと、 

栽培だけでなく様々な活動をされているんです。 

 

そんな山口農園様の売れ筋商品は、やはり 『ほうれん草』 や 『サラダみずな』 でしょうか。 

 

・奈良県の伝統的な野菜である 『大和まな』  

・からし菜よりもマイルドな爽やかな辛みがある 『わさび菜』  

など、発注書には現在 10種類の商品が記載されていますが、 

納品している数は 『ほうれん草』 と 『サラダみずな』 だけで 

4割を占めます。 

さらに、 『こまつ菜』 と 『チンゲン菜』 を加えると 

全体の 7割近くになります。 

 

ここで注目して頂きたいのは、 

「慣行栽培の商品が売り場にあっても 

有機の商品を購入している人がいる」 という事です。 

 

もちろん、こだわった商品しか置かない！というお店では有機の葉物しか置いていないお店もあると思い

ますが、 

ほとんどのお店では普通のほうれん草や小松菜等も売り場に並べています。 

その上でも有機を選んでいる方がいるのです。 

 

弊社では、この “高くても、良い商品を購入するお客様” は、 

どこのお店にも 3割程度は来店されていると割り出しております。 



そのようなお客様の欲している商品を売り場に並べる事で、 

より幅広い客層のリピート率・購入単価を上げ、 

売上や粗利額増加を見込むことができます。 

 

周囲のスーパー様でも販売されている商品しか売り場になかったら売価競争になってしまい、 

薄利多売の戦略を取っても、少子化の現在では販売数が伸びなければ生存競争に勝てません。 

是非、他社との差別化として弊社の商品をお取り扱い頂ければと思います。 

宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ピーマンの今後の動向について (吉田麻衣)  



 

 

2月をピークに相場は下がり続けています。 

これから５月中旬くらいまでは、そのまま下がり続ける予想になります。 

今の主要産地は市場によって多少異なりますが 

宮崎県、高知県、鹿児島県、茨城県。 

どの産地も作付けはほぼ一緒の時期なので、５月中旬以降は 

終了に向かっていく為収穫量が伸びず、やや上昇傾向になります。 

 

それぞれ今の産地が終わりますと、次は東北や北海道に向かって北上していきます。 

産地が切り替わった直後では相場はやや下がりますが 

ここ数年は東北も北海道もあまりの暑さに収穫量が安定しないのか 

直近の２～３年はお盆を過ぎたころから高い価格で推移しています。 

    

先日、紹介しましたが 

宮崎県の新しくご縁ができました郡司さんのピーマンが 

ｗ１７より新登場になります。 



 

 価格帯は高知県産特別栽培山本さん達の黒潮ミネラルピーマンから 

少し下になります。 

 

今まで黒潮ミネラルピーマンではちょっとなって思っていたうえで、市場品との 

差別化もしたいなという企業様、店舗様にはいいかもしれません。 

 

期間としては上記の相場の動向についてで説明した通り、終盤に向かっていきますが 

収穫量としては一生産者としてかなりの量を栽培しているようなので 

特段問題になることはないかと思います。 

           

６月の中旬くらいからは、追加で新産地である兵庫県から夏のピーマンがリレーで 

新登場になる予定です。 

こちらも随時情報を取得してご案内していく予定ですので宜しくお願い致します。 

           

・新登場 

         宮崎県産        郡司さんの三代ピーマン 

         宮崎県産        郡司さんの三代ジャンボピーマン 

           



・商品案内変更 

         高知県産 特別栽培 山本さん達の黒潮ミネラルピーマン・・・価格変更。値下げ。 

         沖縄県産 特別栽培 粟野さんのスナックパイン・・・全日程案内。 

         沖縄県産 特別栽培 粟野さんのピーチパイン・・・全日程案内。 

         新登場予定商品追加。 

           

・終了 

         ｗ１７終了商品はなしです。 

           

・４月新登場予定 

鹿児島産 特別栽培 フルーツ夢人参・藤本姉妹・・・ｗ18 より新登場予定 

高知県産        西崎さんのハウス新生姜・・・ｗ18 より新登場予定 

 

・５月新登場予定 

          山形県産 特別栽培 遠藤さん達の行者菜・・・ｗ19 より新登場予定 

          長崎県産 特別栽培 なんぶプリンスメロン・・・ｗ19 より新登場予定 

          長崎県産 特別栽培 なんぶイエローメロン・・・ｗ20 より新登場予定 

          兵庫県産 特別栽培 フルーツ夢人参・八木さん・・・ｗ20 より新登場予定 

          長崎県産 特別栽培 なんぶアムスメロン・・・ｗ21 より新登場予定 

 

それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 


